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定例会の概要
　

令
和
2
年
第
1
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が
3
月
3
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催

16

14

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
日
目
は
全
議
案
を
上
程
し
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
同
意
案
を
可
決
し
ま
し

た
。
一
般
質
問
は
第
1
日
目
の
3
月
3
日
、
3
日
目
の
3
月
5
日
に
行
わ
れ
、
5
人
の
議
員
が
町
政

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
第
4
日
目
に
令
和
2
年
度
予
算
を
除
く
議
案
の
質
疑
･
討
論
・
採
決
を

行
い
ま
し
た
。
第
7
日
目
に
令
和
2
年
度
予
算
の
質
疑
を
行
っ
た
後
、
予
算
の
審
査
を
常
任
委
員

会
に
付
託
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
令
和
2
年
度
予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

令和2年

第1回
芳賀町議会
定例会

　

令
和
2
年
度
の
予
算
総
額
は

1
4
5
億
2
6
5
0
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ　

億
3
4
4
0

12

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
総
額

は
1
0
1
億
円
で
、
前
年
度
に

比
べ　

億
5
千
万
円
の
増
、
特

13

定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
一
般

会
計
と
区
別
し
て
経
理
さ
れ
る

特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
予
算
総

額
は
、　

億
2
6
5
0
万
円
で
、

44

前
年
度
に
比
べ
1
億
1
5
6
0

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、

国
の
税
制
改
正
に
よ
る
法
人
町

民
税
の
減
収
、
新
設
さ
れ
る
法

人
事
業
税
交
付
金
お
よ
び
地
方

消
費
税
交
付
金
に
つ
い
て
は
増

収
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
L
R
T
整
備
事
業

を
本
格
的
に
進
め
る
た
め
に　
24

億
2
9
7
7
万
円
の
事
業
費
を

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
祖
母

井
中
央
地
区
整
備
、
芳
賀
第
2

工
業
団
地
整
備
、
町
道
三
日
市

芳
賀
第
2
工
業
団
地
線
道
路
改

良
に
つ
い
て
も
事
業
の
早
期
完

了
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、

将
来
を
見
据
え
た
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
計
画
的
か
つ
効
果
的
な

推
進
、
町
民
生
活
の
「
安
全
安

心
」
を
高
め
る
取
り
組
み
の
確

実
な
推
進
、「
子
育
て
支
援
」
の

さ
ら
な
る
充
実
を
掲
げ
ま
し
た
。

 可決
特別会計44億2,650万円

躍
動
す
る
芳
賀
の
町　

未
来
に
つ
な
げ
よ
う

予　算　額会　計　名

101億円一般会計

19億1,000万円国民健康保険

特　

別　

会　

計

1億7,500万円後期高齢者医療

14億9,250万円介護保険（保険事業勘定）

400万円介護保険（介護サービス事業勘定）

5,280万円芳賀工業団地排水処理センター

3億600万円公共下水道事業

1億8,300万円農業集落排水事業

3億320万円宅地造成事業

145億2,650万円合　　　計

■令和2年度各予算会計
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妊娠出産支援費妊娠出産支援費

2，445万円2，445万円
産後育児の用品をまとめた「育児パッケージ」の贈呈など

災害対策費災害対策費

1，066万円1，066万円
洪水ハザードマップ見直し業務、防災士資格取得補助など

農業担い手育成支援費農業担い手育成支援費

5，335万円5，335万円
産地パワーアップ事業費補助金（稲毛田梨団地）など

ＬＲＴ整備費ＬＲＴ整備費

24億2，977万円24億2，977万円
県への道路改良工事委託料、汚水管移設・軌道施設工事など

学校ＩＣＴ推進費学校ＩＣＴ推進費

3，113万円3，113万円
小中学校への電子黒板・指導者用デジタル教科書の配備など

笑顔 地域

話題

便利

教育

5つの

事業

令和
2年度の主な

つな
げる5

つな
げる

    令和2年度予算を 
一般会計101億円
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□
芳
賀
町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
2
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
る
会

計
年
度
任
用
職
員
も
服
務
の
宣
誓

の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
や
勤
務
形
態
の
変
化

等
に
よ
り
、
出
動
人
員
不
足
な
ど

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
消
防
団
に
お

い
て
、
火
災
や
災
害
な
ど
有
事
の

際
の
み
出
動
す
る「
機
能
別
団
員
」

の
導
入
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

成
年
被
後
見
人
等
を
資
格
、
職
種

な
ど
か
ら
一
律
に
排
除
す
る
規
定

を
削
除
す
る
な
ど
の
改
正
を
行
う

も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報

通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法

律
」
の
改
正
に
伴
い
、「
芳
賀
町
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
」

で
引
用
し
て
い
る
同
法
の
題
名
を

「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に

改
め
る
ほ
か
、
関
係
す
る
条
文
を

整
備
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、

成
年
被
後
見
人
で
あ
っ
て
も
意
思

能
力
を
有
す
る
も
の
は
印
鑑
登
録

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
令
の
基
準
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育
事
業

者
の
連
携
施
設
の
確
保
の
特
例
に

関
す
る
規
定
な
ら
び
に
経
過
措
置

の
延
長
お
よ
び
連
携
施
設
の
確
保

を
不
要
と
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
建
築
基
準
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
耐
火
建
築
物
と
す
る

基
準
が
緩
和
さ
れ
た
が
、
保
育
施

設
に
お
い
て
は
耐
火
性
能
を
担
保

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
設

置
基
準
の
改
正
に
合
わ
せ
て
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

令
和
2
年
第
1
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案

□
芳
賀
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

杉
田
仁
氏
の
後
任
と
し
て
、
綱

川
文
世
氏
（
八
ツ
木
）
を
最
適
任

者
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
を
議
員

全
員
が
同
意
し
ま
し
た
。

□
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
6
月　

日
付
け
を

30

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
荒
井
俊

夫
氏
（
西
水
沼
）
を
引
き
続
き
最

適
任
者
と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦

す
る
こ
と
を
議
員
全
員
が
同
意
し

ま
し
た
。

同　

意

条
例
改
正

▲綱川文世氏▲荒井俊夫氏

□
芳
賀
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童

支
援
員
認
定
資
格
研
修
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
都
道
府
県
知
事
が
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、

指
定
都
市
の
長
も
実
施
で
き
る
と

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

芳
賀
町
部
課
設
置
条
例
の
改
正

に
伴
い
、
こ
ど
も
育
成
課
の
児
童

保
育
係
が
、
教
育
委
員
会
か
ら
町

長
部
局
に
新
設
さ
れ
る
子
育
て
支

援
課
に
移
行
す
る
た
め
、
条
例
中

の
教
育
委
員
会
を
町
長
に
、
教
育

委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課
を

子
育
て
支
援
課
に
改
め
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）
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総
額
か
ら　

万
円
を
減
額
し
、

25

予
算
総
額
を
1
億
6
7
5
7
万
円

と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
か
ら
1

3
2
万
6
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を　

億
1
1
6
3
万
8
千
円

15

と
す
る
も
の
。

（
質
疑
、
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
工
業
団
地
排

水
処
理
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

　

総
額
か
ら
4
1
7
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
5
3
2
3
万
円

と
す
る
も
の
。

質
疑　

北
條
勲
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　

総
額
に
3
6
7
万
7
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
3
億
2
4
0

7
万
7
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　

総
額
の
増
減
は
な
く
、
歳
入
予

算
を
組
み
替
え
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
宅
地
造
成

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

　

総
額
か
ら
1
億
4
8
2
8
万
4

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
2

億
6
4
7
1
万
6
千
円
と
す
る
も

の
。

質
疑　

小
林
隆
志
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

契
約
変
更

□
委
託
工
事
契
約
の
変
更
に
つ
い

て

　

令
和
元
年
第
3
回
定
例
会
に
お

い
て
議
決
し
た
、
L
R
T
整
備
事

業
に
係
る
道
路
改
良
等
工
事
の
契

約
額
を
6
億
9
1
0
0
万
円
か
ら

4
億
5
0
3
9
万
3
5
3
0
円
減

額
し
、
2
億
4
0
6
0
万
6
4
7

0
円
と
し
、
現
在
実
施
し
て
い
る

道
路
改
良
等
工
事
の
う
ち
、
今
年

度
末
ま
で
の
完
了
実
績
に
基
づ
き
、

そ
の
費
用
を
精
算
す
る
も
の
。

質
疑　

北
條
勲
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）

　

総
額
に
1
億
9
6
5
2
万
7
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を　

億
99

4
1
3
0
万
2
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

石
川
保
議
員
、

　
　
　

中
村
由
美
子
議
員
、

　
　
　

岩
村
治
雄
議
員
、

　
　
　

岡
田
年
弘
議
員
、

　
　
　

山
口
菊
一
郎
議
員
、

　
　
　

小
林
一
男
議
員
、

　
　
　

大
根
田
弘
議
員
、

　
　
　

北
條
勲
議
員
、

　
　
　

江
間
田
信
一
議
員
、

　
　
　

有
坂
隆
志
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

　

総
額
に
3
5
0
0
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を　

億
5
9
1
6

19

万
5
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

小
林
一
男
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

補
正
予
算

□
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
等
に
よ

り
、
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
資
産
割
の
課
税

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
医
療
分

の
賦
課
限
度
額
を
3
万
円
引
き
上

げ
て　

万
円
と
す
る
も
の
。

61

質
疑　

小
林
隆
志
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

路
線
廃
止
・
認
定

□
芳
賀
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
□
芳
賀
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て

　

主
要
地
方
道
宇
都
宮
・
向
田
線

大
塚
工
区
の
供
用
開
始
に
伴
い
、

町
道
の
起
点
、
終
点
に
変
更
が
生

じ
る
た
め
、
い
っ
た
ん
町
道
路
線

を
廃
止
し
、
そ
の
後
、
廃
止
し
た

町
道
路
線
を
再
度
認
定
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

▲芳賀工業団地管理センター付近

▲台風19号で被災した揚水機場（那須烏山市）
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常任委員会予算審査
　総務・教育民生・産業建設常任委員会は令和2年度の予算の審査を付託され、3月
9日から12日まで各課の書類審査と現地調査を行いました。
　各委員会は、3月16日の本会議において意見を付して予算を認定しました。

・一般会計予算中、他の常任委員会の所管に属さないすべての歳入歳出

・一般会計予算中、教育民生常任委員会の所管に属する歳入歳出
・国民健康保険特別会計予算歳入歳出
・後期高齢者医療特別会計予算歳入歳出
・介護保険特別会計予算歳入歳出

・一般会計予算中、産業建設常任委員会の所管に属する歳入歳出
・芳賀工業団地排水処理センター特別会計予算歳入歳出
・公共下水道事業特別会計予算歳入歳出
・農業集落排水事業特別会計予算歳入歳出
・宅地造成事業特別会計予算歳入歳出

総務

教育
民生

産業
建設

付託内容

総　務
常任委員会

書類審査　（３月１１日）
　総務課、企画課、税務課、会計課、議会事務局、監査委員事務局

現地調査　（３月１２日）
　消防詰所（２－１、２－２）、ＬＲＴ軌道施工箇所（工業団地内）

審査の意見又は特に留意すべき事項
⑴　本町の交通事故の特徴をみると、昼間人口増加等に伴い田園型事故と称される交通事故が多く見受
けられる。このような現状を鑑み、いかにして児童・生徒・高齢者等の交通事故を無くするかという
ことが、喫緊の課題となっている。
　そこで、交通危険個所の合同点検、小・中学校付近の道路にゾーン３０の指定等が有効と考察するの
で、警察その他関係機関・団体と連携し、安全・安心なまちづくりをさらに推進されたい。

⑵　町ではＬＲＴ事業をはじめとする大規模な事業が進行している。このような状況を踏まえ、町政の
健全経営を担うためには職員の資質向上が必要不可欠であることから、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目
標）研修の実施など職員の服務遂行能力向上に積極的に取り組まれたい。

委 員 長　大根田周平
副委員長　江間田信一
委　　員　小林　信二
委　　員　小林　俊夫
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産業建設
常任委員会

書類審査　（３月１１日）
　農政課、商工観光課、建設課、都市計画課

現地調査　（３月１２日）
　天神延生橋欄干工事、三日市・芳賀第２工業団地線道路改良工事、芳賀第２工業団地造成工事、
　ＬＲＴ工事、かしの森公園、前久保・後久保線道路改良工事

審査の意見又は特に留意すべき事項　
⑴　社会資本整備総合交付金事業飯島・上横西線道路改良工事は、地権者及び近隣利用者の多大なる協
力により進められているが、この事業が長期にわたり進捗に支障をきたしていると思われる。重要幹
線道路・危険個所であり、早期の完成が求められている路線であることから、この事業を町単独の事
業に変えても早期の事業推進を図られたい。
⑵　ロマンの湯の利用者は年々減少傾向にある。複数の要因があるものの、特に温泉施設の差別化を図
るため、魅力ある施設と付加価値を高めることが重要である。そこでサウナは顧客ニーズが高く、固
定客の確保に効果的であることから、優先して改修するよう検討されたい。
⑶　祖陽が丘の分譲については、消費税の増税等もあり、計画された販売数に至らなかった。令和２年
度は目標数が販売できるよう、なお一層努力されたい。

委 員 長　北條　　勲
副委員長　山口菊一郎
委　　員　小林　隆志
委　　員　岩村　治雄
委　　員　石川　　保

教育民生
常任委員会

書類審査　（３月９日、１１日）
　住民課、健康増進課、福祉対策課、環境対策課、こども育成課、生涯学習課

現地調査　（３月１２日）
　総合情報館、農業者トレーニングセンター（学童保育）、与能テニスコート、海洋センター、
　生涯学習センター水橋分館

審査の意見または特に留意すべき事項　
⑴　不妊治療費助成は、急速に申請が増えているが、現在期間が助成開始から通算５年となっている。
治療期間が長くなる場合があることから、年齢制限にするなど、助成のあり方を再検討されたい。 

⑵　今般の新型コロナウイルス感染症の流行対策により、小中学校においてインフルエンザ流行が大幅
に抑制された。今後とも咳エチケット、手洗いを通じて、子どもたちをウイルス性感染症から守るよ
う努められたい。
⑶　当町の施設は総じて改修が必要な時期を迎えている。計画的修繕に努め、長寿命化に努められたい。

委 員 長　小林　一男
副委員長　岡田　年弘
委　　員　大根田　弘
委　　員　有坂　隆志
委　　員　中村由美子
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一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質 問問問問問問問問問問問

ここが聞きたい
5人の議員が一般質問5人の議員が一般質問

一般質問とは

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の
行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受
ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、
通告制とされています。
　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以
内とされています。

〈次回の定例会は6月1日からの予定です〉

議会は、はがチャンネルでも
放送します。

みんなで議会を
傍聴しましょう

－ 放映時間 －
会議当日　　　　午後８時から

再 放 送　翌日の午後２時から

　第1日目、3日目に一般質問が行われ、5人の議員が町政について質問しました。

岡田　年弘 議員（9ページ）
１　「ふるさと納税」の取り組みについて

有坂　隆志 議員（10ページ）
１　災害防災について
２　芳賀工業団地内のトランジットセンターについて
３　学童の送迎バスの停留所について

大根田　周平 議員（11ページ）
１　行政経営品質向上策について

中村　由美子 議員（12ページ）
１　新型ウイルスに対する対応は
２　子供の体力向上をどう考えるか
３　子育てサポートについて

北條　勲 議員（13ページ）
１　紙パック用乳首の配布について
２　働き方改革について
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岡田年弘が問う

ふるさと納税の取り組みについて

一
般
質
問

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
町
の
考
え
を

伺
う
。町

長　

ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
は
、
自

ら
故
郷
を
応
援
し
た
い
と

思
う
地
方
公
共
団
体
に
寄

付
を
行
う
と
い
う
趣
旨
の

制
度
で
あ
り
、
自
治
体
間

の
過
度
な
返
礼
品
競
争
に

よ
り
、
本
来
の
趣
旨
か
ら

逸
脱
し
た
形
で
拡
大
し
た

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
返
礼

品
を
通
じ
て
町
の
知
名
度

や
特
産
品
を
伝
え
る
こ
と
、

生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
な
ど
の
効
果

が
見
込
め
る
側
面
が
あ
り
、

芳
賀
町
を
応
援
し
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

内
容
に
見
直
す
こ
と
で
、

寄
付
を
通
じ
て
芳
賀
町
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
ふ
る

さ
と
納
税
の
実
績
、

採
算
性
に
つ
い
て
問
う
。

企
画
課
長　

本
年
度

は
1
月
末
現
在
で　
12

件
、
1
2
6
万
8
4
8
0

円
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
平
成　

年
度
は
、

30

　

件
、
1
2
5
万
円
の
寄

12付
が
あ
り
ま
し
た
。
他
自

治
体
へ
の
寄
付
に
よ
る
町

民
税
の
流
出
額
と
の
差
し

引
き
は
マ
イ
ナ
ス
4
8
1

万
円
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ

ら
に
積
極
的
に
取
り

組
む
考
え
は
あ
る
か
。

企
画
課
長　

返
礼
品

の
見
直
し
に
よ
る
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
寄
付
メ

ニ
ュ
ー
の
見
直
し
な
ど
に

よ
り
、
町
を
離
れ
た
町
出

身
者
に
も
芳
賀
町
の
よ
さ

を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
制
度
に
改
善
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

交
流
人
口
の
拡
大
は

町
の
発
展
、
財
源
確

保
に
も
課
題
と
な
る
と
思

う
が
、
そ
の
取
り
組
み
と

し
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長　

こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行

う
に
は
、
ま
ず
芳
賀
町
を

知
っ
て
も
ら
い
、
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
町
の
認
知
度
向

上
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

L
R
T
、
遊
水
地
、

桜
堤
な
ど
こ
れ
か
ら

観
光
資
源
に
も
な
る
事
業

が
進
捗
し
て
い
る
が
、
こ

の
関
連
に
対
す
る
イ
ベ
ン

ト
券
、
グ
ッ
ズ
等
を
作
成

し
、
返
礼
品
に
加
え
る
こ

と
で
、
将
来
的
に
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

企
画
課
長　

そ
の
地

域
に
ち
な
ん
だ
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
そ
の
自

治
体
に
実
際
に
訪
れ
て
も

ら
う
体
験
型
の
返
礼
品
な

ど
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

関
連
し
た
返
礼
を
行
う
こ

と
で
、
満
足
感
を
強
く
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
が
期
待

で
き
る
の
で
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

問答問答

問答

ふ
る
さ
と
納
税
を
財

源
と
し
た
自
治
会
等

の
自
主
活
動
支
援
を
強
化

で
き
な
い
か
伺
う
。

町
長　

町
を
活
性
化

す
る
た
め
に
各
大
字

に
寄
付
金
を
配
分
し
て
活

性
化
に
つ
な
げ
た
ら
ど
う

か
と
の
こ
と
で
す
が
、

入
っ
て
く
る
寄
付
金
が
少

な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
寄

付
金
を
増
や
す
体
制
を

と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

答

問

答

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。
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一
般
質
問

有坂隆志が問う

災害防災について

芳
賀
工
業
団
地
内
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

昨
年
の
台
風　

号
の

19

際
に
指
定
さ
れ
た
町

避
難
所
が
遠
距
離
で
あ
っ

た
た
め
、
東
水
沼
地
区
で

は
避
難
勧
告
を
受
け
た
住

民
を
自
主
防
災
拠
点
で
あ

る
公
民
館
に
臨
時
避
難
所

と
し
て
受
け
入
れ
た
が
、

避
難
生
活
の
た
め
の
機
能

が
不
足
し
て
い
る
状
況
で

あ
っ
た
。
町
の
こ
れ
ら
課

題
に
対
す
る
対
応
方
針
を

伺
う
。町

長　

町
は
、
収
容

人
員
数
や
非
常
用
電

源
整
備
を
考
慮
し
て
町
民

会
館
を
避
難
所
と
し
ま
し

た
が
、
地
域
の
身
近
な
公

民
館
な
ど
を
自
主
避
難
所

と
し
て
開
設
し
て
い
た
だ

い
た
た
め
、
避
難
所
が
近

く
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ

た
と
い
う
住
民
の
声
を
聞

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

町
が
指
定
す
る
避
難
所
と

自
主
防
災
組
織
が
開
設
す

る
自
主
避
難
所
と
の
連
携

を
図
る
取
り
組
み
を
強
化

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
避
難
で
き
る
体
制

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
避
難
所
に
必
要
な
備

品
を
令
和
2
年
度
予
算
で

購
入
し
、
避
難
し
た
町
民

の
皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
が

図
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

L
R
T
の
芳
賀
工
業

団
地
内
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

芳
賀
町
区
間

の
交
通
結
節
機
能
を

強
化
す
る
た
め
、
デ
マ
ン

ド
交
通
、
路
線
バ
ス
や
自

動
車
な
ど
に
よ
る
ア
ク
セ

ス
を
想
定
し
、
管
理
セ
ン

タ
ー
前
停
留
所
周
辺
県
道

南
側
適
地
に
整
備
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
現
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
機
能
と
管
理
セ

ン
タ
ー
敷
地
の
一
部
活
用

も
検
討
し
、
乗
り
継
ぎ
に

必
要
と
な
る
駐
車
・
駐
輪

場
、
路
線
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
の
乗
降
場
、
デ
マ
ン

ド
交
通
や
送
迎
用
の
停
留

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
図
る

ほ
か
、
乗
り
換
え
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
な

運
行
案
内
表
示
を
設
置
し
、

町
民
の
利
便
性
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
そ
の
施
設

規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
、

利
用
者
数
や
地
域
特
性
等

を
勘
案
し
な
が
ら
令
和
2

年
度
中
に
整
備
計
画
を
固

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

現
在
の
学
童
送

迎
バ
ス
停
留
所
と
、

通
学
歩
行
距
離
基
準
は　
20

年
前
の
も
の
と
認
識
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た

安
全
安
心
な
基
準
に
見
直

す
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答　

教
育
長　

町
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
管
理

及
び
運
行
規
則
は
状
況
に

合
わ
せ
て
改
正
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
の
変
化
は

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
体

力
低
下
等
を
考
慮
す
る
と

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
停
留
所
の
位
置
は

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

を
第
一
に
考
え
、
保
護
者

や
学
校
と
協
議
し
て
必
要

に
応
じ
見
直
し
て
い
ま
す
。

学
童
の
送
迎
バ
ス
の
停
留
所
に
つ
い
て

答 問

答 問答 問

▲臨時避難所にした東水沼公民館
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大根田周平が問う

行政経営品質向上策について

一
般
質
問

　

行
政
経
営
品
質
向
上

と
は
、
組
織
が
継
続
的

な
経
営
革
新
に
取
り
組

み
「
卓
越
し
た
経
営
」

を
目
指
す
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

①
町
民
の
皆
さ
ま
本
位

②
独
自
能
力

③
職
員
重
視

④
社
会
と
の
調
和

の
4
つ
の
基
本
理
念
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
年
は
第
6
次
振
興
計

画
の
中
期
基
本
計
画
を

策
定
す
る
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

職
員
重
視
の
視
点
か

ら
職
員
満
足
度
調
査

を
実
施
し
て
は
。

町
長　

町
で
は
、
平

成　

年
度
か
ら
数
年

13

間
実
施
し
、
そ
の
後
は
振

興
計
画
の
基
本
構
想
策
定

に
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
か
ら
は
毎

25

年
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
職

員
満
足
度
調
査
の
よ
う
に

多
く
の
項
目
を
調
査
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

満
足
度
を
捉
え
る
に
は
有

効
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
も

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も

対
話
に
よ
り
職
員
の
考
え

や
意
見
を
把
握
し
て
い
き

ま
す
。町

の
独
自
能
力
と
い

う
視
点
に
お
い
て
①

L
R
T
の
導
入
、
②
第
2

工
業
団
地
造
成
、
③
祖
母

井
の
土
地
区
画
整
理
事
業

等
が
将
来
性
あ
ふ
れ
る
強

み
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
の
強
み
と

課
題
に
つ
い
て
把
握
し
て

い
る
か
。

町
長　

①
L
R
T
事

業
に
つ
い
て
は
、
通

勤
や
通
学
を
は
じ
め
日
常

生
活
の
移
動
の
選
択
肢
が

増
え
利
便
性
が
大
き
く
向

上
し
、
さ
ら
に
、
町
の
魅

力
が
高
ま
り
定
住
や
交
流

人
口
の
創
出
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
課
題

は
、
L
R
T
と
他
の
交
通

モ
ー
ド
が
ス
ム
ー
ズ
に
つ

な
が
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
と
、
町
独
自
の

仕
掛
け
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
②
芳
賀

第
2
工
業
団
地
の
強
み
で

す
が
、
県
央
地
区
有
数
の

芳
賀
工
業
団
地
の
機
能
が

充
実
す
る
と
と
も
に
、
首

都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も

良
く
、
水
害
等
の
災
害
リ

ス
ク
が
少
な
い
な
ど
、
立

地
を
希
望
す
る
企
業
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
雇
用
機
会
を
増
や

し
、
町
の
財
政
基
盤
も
強

化
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
課
題
は
、
早
期
の
分

譲
と
優
良
企
業
の
誘
致
で

す
。
③
祖
母
井
の
土
地
区

画
整
理
事
業
の
強
み
は
、

主
要
公
共
施
設
の
集
ま
る

祖
母
井
市
街
地
を
居
住
拠

点
と
し
て
、
土
地
利
用
の

誘
導
に
よ
り
、
都
市
的
機

能
を
集
約
し
た
市
街
地
を

形
成
す
る
こ
と
で
す
。
課

題
は
、
関
係
す
る
他
事
業

の
進
捗
な
ど
の
影
響
が
あ

り
、
事
業
が
長
期
化
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

魅
力
あ
る
町
を
実
現

す
る
た
め
、
町
全
体

の
土
地
利
用
を
ど
の
よ
う

に
調
和
し
高
め
て
い
く
の

か
。

町
長　

振
興
計
画
で

市
街
化
区
域
、
市
街

化
調
整
区
域
の
土
地
利
用

方
針
を
定
め
、
そ
の
方
針

に
沿
っ
た
土
地
利
用
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

L
R
T
事
業
に
よ
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
地

区
計
画
制
度
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
良
好
な
生
活
拠

点
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

橋
場
地
区
を
は
じ
め
と
す

る
一
定
の
ま
と
ま
り
を
持

つ
集
落
に
お
い
て
も
、
市

街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

生
活
拠
点
と
し
て
地
区
計

画
制
度
な
ど
の
活
用
を
検

討
し
ま
す
。

答 問問

答

答 問

▲将来LRT導入が予想される祖母井の街並み

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。
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一
般
質
問

中村由美子が問う

新型ウイルスに対する対応は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
町
の
今
後
の
対
応
は
。

町
長　

町
民
へ
の
情

報
提
供
・
注
意
喚
起
、

町
有
施
設
等
へ
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
設
置
、
イ

ベ
ン
ト
の
自
粛
、
小
中
学

校
の
臨
時
休
校
、
町
有
施

設
休
館
な
ど
対
応
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
関
連
情
報

の
把
握
に
努
め
、
正
し
い

情
報
を
町
民
に
迅
速
に
発

信
し
、
感
染
状
況
を
踏
ま

え
具
体
的
な
対
応
を
対
策

本
部
で
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

臨
時
休
校
中
の
学
童

保
育
の
対
応
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長　

朝
8
時
か
ら
夕
方
4

時
ま
で
対
応
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
登
録
の
な
い
児

童
に
対
し
て
も
利
用
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

マ
ス
ク
不
足
の
中
、

町
か
ら
町
民
に
配
布

し
な
い
の
か
。

健
康
増
進
課
長　

現

在
の
備
蓄
数
で
は
、

一
定
量
を
公
平
に
全
町
民

や
高
齢
者
に
配
布
す
る
の

は
困
難
な
状
況
で
す
が
、

臨
時
休
校
ま
で
の
対
応
で

児
童
生
徒
に
1
人
6
枚
配

布
し
ま
し
た
。
今
後
、
備

蓄
の
あ
り
方
を
再
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

全
国
体
力
テ
ス
ト
の

結
果
が
下
回
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
①
小

中
学
校
で
の
対
策
、
幼
児

期
の
運
動
の
必
要
性
、
②

障
害
児
の
運
動
環
境
に
つ

い
て
問
う
。

教
育
長　
　

①
平
成

　

年
か
ら
芳
賀
町
こ

25

ど
も
の
体
力
向
上
推
進
委

員
会
を
設
置
し
、
調
査
や

研
究
と
適
切
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
み

な
が
ら
体
力
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
、
保
育
や
授
業

で
計
画
的
に
実
施
し
、
運

動
が
好
き
な
子
ど
も
た
ち

を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
②
障
害
児
に

は
、
個
別
の
支
援
計
画
や

指
導
計
画
に
基
づ
き
、
運

動
に
親
し
み
心
身
の
健
康

を
保
持
増
進
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
基
盤
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
小
学
校
で

試
み
た
、
体
と
脳
を

使
う
運
動
「
ブ
レ
イ
ン
ジ

ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を

さ
ら
に
小
学
校
や
幼
児
期

に
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
育
成
課
長　

来
年
度
は
回
数
を
増

や
し
、
さ
ら
に
小
学
校
全

体
に
広
げ
る
展
開
を
考
え

て
い
ま
す
。

健
康
増
進
課
長　

乳

幼
児
健
診
で
ブ
レ
イ

ン
ジ
ム
の
指
導
を
行
う
こ

と
は
難
し
い
が
、
運
動
の

必
要
性
や
方
法
な
ど
を
取

り
入
れ
た
り
、
育
児
講
演

会
等
の
企
画
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

障
害
児
は
、
体
を
動

か
す
こ
と
が
少
な
い

傾
向
が
あ
り
、
学
童
ク
ラ

ブ
や
部
活
な
ど
難
し
い
場

合
が
あ
る
。
障
害
児
ス
イ

ミ
ン
グ
教
室
を
開
講
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

専

門
的
知
識
や
技
術
を

持
っ
た
指
導
員
が
必
要
に

な
る
こ
と
や
、
障
害
内
容

に
よ
り
受
け
入
れ
態
勢
が

左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
実

施
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

他
施
設
の
状
況
を
研
究
し

て
、
教
室
の
実
施
に
向
け

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

子
供
の
体
力
向
上
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

問答問答

問答

問答

問答答問

答
　

そ
の
他
に
、
4
月
か
ら

担
当
課
が
変
更
に
な
っ
た

「
学
童
保
育
」
と
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

の
充
実
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。
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北條勲が問う

紙パック用乳首の配布について

一
般
質
問

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

哺
乳
瓶
な
し
で
水
分

補
給
が
で
き
る
紙
パ
ッ
ク

用
乳
首
は
、
お
出
か
け
や

災
害
時
に
役
立
つ
と
思
う
。

ま
た
、
哺
乳
瓶
を
使
わ
な

い
の
で
洗
う
手
間
も
な
く
、

育
児
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ

る
と
思
う
。
出
生
届
の
際

に
配
布
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

町
長　

紙
パ
ッ
ク
入

り
液
体
ミ
ル
ク
と
一

緒
に
持
ち
運
べ
ば
、
哺
乳

瓶
な
し
で
授
乳
が
で
き
、

外
出
時
の
荷
物
も
減
り
、

負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
に
も

有
効
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
赤
ち
ゃ
ん
に

と
っ
て
の
最
良
の
栄
養
は

母
乳
で
す
。
現
時
点
で
出

生
届
の
際
に
、
紙
パ
ッ
ク

用
乳
首
を
全
員
に
配
布
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
現
在
、
町
の
乳
幼

児
健
診
で
災
害
時
の
赤

ち
ゃ
ん
の
栄
養
方
法
と
し

て
、
液
体
ミ
ル
ク
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を
し
て
い

ま
す
。
紙
パ
ッ
ク
用
乳
首

に
つ
い
て
も
、
情
報
提
供

と
い
う
形
で
お
知
ら
せ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
に
育
児

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
贈
呈

を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ

の
中
に
紙
パ
ッ
ク
用
乳
首

を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。健

康
増
進
課
長　

基

本
的
に
は
情
報
提
供

に
と
ど
め
、
妊
産
婦
さ
ん

自
身
が
選
択
し
て
購
入
で

き
る
の
で
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

労
働
者
派
遣
法
の
同

一
労
働
同
一
賃
金
は
、

働
き
方
改
革
の
目
玉
で
あ

る
。
次
の
点
に
つ
い
て
見

解
を
求
め
る
。
①
令
和
2

年
度
会
計
年
度
任
用
職
員

の
予
定
人
数
、
平
均
年
齢
、

平
均
年
収
ベ
ー
ス
金
額
、

町
職
員
数
の
割
合
は
。
②

会
計
年
度
任
用
職
員
は
服

務
の
宣
誓
や
守
秘
義
務
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
採
用

予
定
者
に
制
度
の
説
明
を

し
て
合
意
を
と
っ
て
い
る

の
か
。
③
災
害
な
ど
非
常

事
態
に
会
計
年
度
任
用
職

員
は
対
応
で
き
る
の
か
。

④
政
府
の
経
済
財
政
運
営

指
針
で
、
就
職
氷
河
期
世

代
の
中
途
採
用
に
よ
り
正

規
雇
用
を
増
や
す
と
あ
る

が
、
町
の
考
え
は
。
⑤
会

計
年
度
任
用
職
員
に
関
す

る
条
例
が　

月
議
会
で
可

12

決
さ
れ
た
が
、
2
か
月
半

以
上
た
っ
て
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
例
規
集
に
掲
載

さ
れ
な
い
理
由
の
5
点
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　

①
予
定
人
数

は　

人
、
平
均
年
齢

84

は　

歳
、
平
均
年
収
額
は

47
2
5
0
万
円
で
す
。
全
職

員
数
に
お
け
る
会
計
年
度

任
用
職
員
の
割
合
は　

・
33

9
％
で
す
。
②
職
員
と
同

様
に
地
方
公
務
員
法
の
服

務
に
関
す
る
各
規
定
を
適

用
し
ま
す
。
採
用
の
際
に

は
、
そ
の
旨
を
周
知
し
募

集
し
ま
し
た
。
ま
た
、
任

用
し
た
会
計
年
度
任
用
職

員
に
対
し
て
、
改
め
て
制

度
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。
③
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

正
職
員
だ
け
で
対
応
で
き

な
い
場
合
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
も
招
集
し
、
災

害
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

④
町
職
員
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
今
後　

年
程
度
は

10

毎
年
少
な
い
採
用
人
数
で

推
移
す
る
見
込
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
就
職
氷
河
期

世
代
に
ま
で
対
象
を
拡
大

し
、
採
用
試
験
を
実
施
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
例
規
集
は
、
全
国
の
自

治
体
例
規
シ
ス
テ
ム
を
扱

う
専
門
業
者
に
委
託
し
更

新
し
て
い
ま
す
。　

月
は

12

例
年
に
く
ら
べ
、
例
規
の

制
定
や
改
廃
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
通
常
よ
り
時

間
を
要
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問答

問

答

問答
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政務活動費の使い道は？
 

令和元年度収支報告

志友会 交付額 550,000円　支出額 505,090円　
調査研究 478,290円  ・岩手県紫波町「補助金に頼らない『オガールプロジェクト』について」
　　　　　　   ・神奈川県大和市「文化創造拠点シリウス」
　　　　　　   ・東京都東村山市「民間事業者からの提案事業募集」
　　　　　　   ・千葉県幕張メッセ「地方創生総合戦略（地方版）の課題について」
災害ボランティア 16,500円 　・栃木県栃木市（台風19号の被害に際し）
図書購入 10,800円 　・市町村要覧（5冊）・地方議会改革の10年
所属議員　石川保、北條勲、岩村治雄、大根田弘、中村由美子

芳賀政友会
調査研究 725,349円 ・鹿児島県鹿児島市交通局「LRT停留所等について」
　　　　　　　　　  ・鹿児島県柳谷町内会（やねだん）「行政に頼らない集落づくり」
  ・鳥取県日吉津（ひえづ）村「ワンストップ子育て支援について」
図書購入　 1,800円 ・市町村要覧（6冊）
所属議員　小林俊夫、小林一男、岡田年弘、小林信二、大根田周平、山口菊一郎

交付額 660,000円　支出額 727,149円　

町民クラブ 交付額 220,000円　支出額 144,011円　
調査研究 130,651円 ・鹿児島県鹿児島市交通局「LRT停留所等について」
   ・鹿児島県柳谷町内会（やねだん）「行政に頼らない集落づくり」
図書購入 13,360円 ・市町村要覧（2冊）
   ・地方議会改革の10年　他
所属議員　江間田信一、有坂隆志

小林隆志 交付額 110,000円　支出額 26,390円　
調査研究 26,090円 ・神奈川県大和市「文化創造拠点シリウス」
図書購入 300円 ・市町村要覧

町政の課題 町民の意見の把握 町政反映の
調査研究等

これらに要する経費に対して 1 1万円
議員1人あたり

年 額 を限度に交付
※令和元年度は改選の年につき、任期が5月からのため
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聲
こ え

私のいいたいこと私のいいたいこと

（上延生）
小林　澄子さん

居心地のよいところ
　「教室は間違うところ」という作者不詳の詩がありました。お互いの人格を認め合い

ながら切磋琢磨し、共に成長する居心地のよい教室がいいね。という内容で、そんな

ところを目指していたものでした。

　時を経て、地域の皆様にお世話になることになってみると、そんな所が、身近にも

あったのです。

　正義の味方、真理を求める人、個性豊かな人たち、ユーモアいっぱいの素敵な方々、

そして、失敗を責めないゆったりとした優しい環境。

　行事等では、それぞれの持ち味を生かしながら、楽しい輪が広がります。

　このような居心地のよいところに、何げなく加えていただくことができることに感

謝しています。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

（上稲毛田）

　地元芳賀町に戻り、農業職に就き4年目を迎えました。以前は都内で飲食業をして

いましたが、より食の安全性・見える化を具体的に展開するべく、自然豊かな芳賀町

に戻り農業を行っています。

　戻って芳賀町の変化に驚かされました。LRTの導入、団地の拡大、道路の建設など、

少子高齢化の未来を見据えた動き。ですが、農業からみればいろいろな事業を行って

いる中、次世代農家への期待が高まってはいますが、その動きは制限傾向にあり、若

手お年寄り関係なく芳賀町産の青果などのアピール、マッチング、フォローの強化に

期待してしまいます。芳賀をブランド化、県外・海外へのアプローチを展開し、経済

の安定、農業の偉大さを踏まえ次世代農家の確保、増加へ取り組むことができれば、

人口が増え町が潤う一つの手段になるのではないでしょうか。

農業職から潤う芳賀町

（東水沼）

　和泉ニュータウンの小学生約25名が利用するスクールバスのバス停は、早朝通勤

ラッシュで交通量の多い県道下高根沢氷室線沿いの下り坂にあります。冬には路面凍

結等で、児童の列に車が突っ込んでくるのでは…と日々、交代で立哨する保護者も気

をつかっておりました。またテレビなどで流される悲惨なニュースを目にするたびに、

子供たちの身を守るためにまず何ができるかと地元の議員さんに相談したところ、子

供たちの安全第一とご尽力頂き長年要望してきた念願のガードレールが増設されまし

た。まずは安全に登下校でき安心して住める町、そして子供たちが成長し勉強等で芳

賀町を離れても、またこの町に帰ってきたい…と思う町になることが私たち親の願い

です。子供たちは私たちの命も同然、そして芳賀町にとってもかけがえのない宝です。

みんな、みーんな元気にすくすく大きくなーれ！（＾＾）！と願いを込めて…。

子供たちを守るガードレール増設について

鈴木　俊喜さん

関口めぐみさん
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議会日誌
２月
　４日・定例監査
　６日・水道運営協議会
　１２日・議会広報常任委員・議会運営委員合同研修会

（～１３日・群馬県、長野県）
　１４日・議員全員協議会
　１９日・例月現金出納検査
　２０日・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　２１日・議会運営委員会
　　　・県町村議会議長会・研修会
　２３日・舞踊まつり
　２６日・芳賀郡中部環境衛生事務組合定例会
　　　・芳賀中部上水道企業団定例会

３月
　２日・芳賀地区広域行政事務組合定例議会
　３日・令和２年第１回芳賀町議会定例会

（～１６日）
　　　・議会広報常任委員会
　２３日・例月現金出納検査
　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　２７日・町政功労者表彰式

４月
　１日・令和２年第２回芳賀町議会臨時会
　　　・辞令交付式
　９日・町農業再生協議会総会
　１１日・町体育協会総会
　１３日・議会広報常任委員会
　２０日・例月現金出納検査
　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　２２日・議会広報常任委員会 編

集
室

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
の

３
月
で
９
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
は
２
万
２

千
人
を
超
え
、
い
ま
だ
に
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
は

４
万
７
千
人
に
も
及
び
ま
す
。

ま
た
、
昨
年　

月
に
発
生
し
た

１０

台
風　

号
「
令
和
元
年
東
日
本

１９

台
風
」に
お
い
て
は
、
関
東
地
方

や
東
北
地
方
な
ど
で
記
録
的
な

大
雨
と
な
り
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
県
内
の
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
、
並

び
に
東
日
本
大
震
災
に
み
ま
わ

れ
、
さ
ら
に
台
風
被
害
に
遭
わ

れ
ま
し
た
方
々
の
一
日
も
早
い

復
旧
が
進
み
ま
す
よ
う
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
委
員
長　

岡
田
年
弘
）

■
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委 
員 
長　

岡
田　

年
弘

　

副
委
員
長　

山
口
菊
一
郎

　

委　
　

員　

江
間
田
信
一

　

委　
　

員　

小
林　

信
二

　

委　
　

員　

小
林　

俊
夫

検 索芳賀町議会

議会だよりは
ホームページでも
公開しています

　本会議の会議録をはじ
め、議会情報も随時お知
らせしています。
　掲載しきれなかった一
般質問は、会議録で見ら
れます。アクセスしてみ
てください。

スマホや
タブレット
でも！

▲春の便り〜菜の花とミツバチ〜

議場コンサートについて
3月3日開催を予定しておりました
議場コンサートは延期しております。
次回開催については現在調整中です。

（大正琴）琴芳会


